
− 51 −

Japanese Red Cross Hiroshima Coll. Nurs. 19  51〜53.  2019

はじめに
　Thailand Nursing and Midwifery Council 

（TNMC）の主催による2017年 WANS 世界看護科
学学会（International Nursing Research Conference）
が10月20日（金）から22日（日）の３日間にわたり，
タイのバンコクのミラクルグランドコンベンション
ホテルで開催された（写真１）。この学会は，世界
的な健康問題に関連した研究，実施，管理および教
育の進歩，看護研究における国際協力，ネットワー
クおよびパートナーシップの育成と継続に貢献し，
グローバルヘルスと看護の革新のために，世界の健
康に関連する看護の問題と動向について話し合うこ
とを目指している。学会開催期間中は，タイのプミ
ポン国王の死後１年間の喪中にあたり，オープニン
グセレモニーでは国王を偲び，歌をささげ，全員で
黙祷した。３日間で109の口演と367の示説発表が
あった（表１）。

WANS（World Academy of Nursing Science）
世界看護科学学会
　 今 回 の 大 会 テ ー マ は“Culture, Co-creation, 
Collaboration for Global Health”であった。基調講

演では，2000年９月にニュヨークで開催された国連
ミレニアムサミットで立てられた８つの目標である
ミレニアム開発ゴール（MDGs）の達成状況として，
妊産婦の死亡率は減少したが，５歳以下の子供の死
亡率の減少は未達成であると報告された。その後，
2012年にリオデジャネイロで開催された国連持続可
能な開発会議において，MDGs を土台としたサス
ティナブル・ディベロップメンタルゴール（SDGs）
17の目標が立てられ，貧困に終止符を打ち，地球を
保護し，全ての人が豊かさを享受できるよう普遍的
な行動が呼びかけられている。その中で，健康上の
問題に対して，分野を超えた協力的な活動の重要性
が強調され，看護にとどまらず，異なる分野が協力
し合って行動を起こしていくことが重要であると述
べられていた。また，2014年から2016年の Web 上
での論文の傾向において，「分野横断的な健康」や「社
会的な平和」をキーワードとした論文が増加してい
ることが報告された。
　口演では，外国籍患者が増加している現状を受け
た看護師の言語サービスに関する研究報告があり，
特に中国語への対応が不足していることが明らかに
されていた。その他，オンラインによる学習システ
ムについての研究や，ダブルケアする介護者の不安
についての研究がみられた。タイにおける博士課程
を修了した看護師の労働力についての研究では，
60％が教育機関に25％が保健機関に就労し，この２
年間において研究と教育を両立させているものは
75％であることが示されていた。ヘッドナースの能
力スケールの開発の研究では，IT 活用能力やモラ
ルがスケールに取り入れられていることが興味をひ
き，自らの IT 活用に加えて，高齢者が IT を活用
できるための指導力が求められていると感じた。
　さらに，患者中心の介入についての報告では，介
入研究を患者のケアに役立てることが重要であると
強調され，近年の介入研究では，個人に適合しない
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University on First-Year Japanese University 
Students」というテーマで示説発表を行った（図１，
写真２）。わが国の学校における性教育には課題が
多く，必ずしも性教育の目標やねらいに結び付いて
いないのが現状である。文部科学省は，心身の機能
の発達に関する理解や性感染症の予防の知識などの
科学的知識を理解させること，理性により行動を制
御する力を養うこと，自分や他者の価値を尊重し相
手を思いやる心を醸成することが重要であるとして
いる。今回，性に関して生物学的および人間学的側
面から学ぶことで，健やかに学校生活を過ごすため
に必要な知識や社会的なルールを理解すると同時
に，性に関する自覚と意思決定を適切に行うための
力を育むことを目的に，性教育を実施した。
　大学１年生100名を対象に，月経時のセルフケア，
正しいダイエット，性感染症の予防，望まない妊娠，
彼（彼女）との付き合い方の内容で，60分間の演示
とクイズによる性教育を実施した。本研究は，所属
大学の研究倫理委員会の承認を得て実施し，測定用
具は，自尊感情尺度と青年期アサーション尺度およ
び自記式の性教育の理解度のアンケートを用いて，
性教育の効果を検証した。その結果，性教育前後の

という理由で介入研究への協力が得られにくいケー
スが増えていることが述べられていた。また，尺度
を用いる際には，研究目的に合致した適切な尺度を
選択しなければならないこと，既存の尺度を選定す
ることもよいが，必要時新しい尺度を開発すること
も重要であると述べられていた。

Special Issues
　Teenage Pregnancy「10代の妊娠」に関するディ
スカッションに参加した。演者は，大学教授，ユニ
セフの担当者，保健省の担当者の３名で，プレゼン
テーションのあとにディスカッションの時間が設け
られた。全世界に比べて，タイ，特にタイ北部は10
代の妊娠の割合が高い傾向にあるが，実数は公表さ
れていないため，実際はもっと割合が高い可能性が
ある。タイ北部の妊娠率の高さは，宗教上の理由と
考えられているが，宗教問題に介入することは難し
く，実際の具体的な介入はできていないということ
であった。タイの性交渉の初体験の年齢は12～14歳
であるため，10歳頃から避妊方法を含めた性教育を
開始していく必要があり，低年齢からの性教育が実
施されている。なお，家族や医療者も，10代の相談
しやすい相手となるよう努力する必要があり，低年
齢化を認識して受け入れていく必要があると報告さ
れていた。その際に，判断しない，差別しない，偏
見を持たないという３つの心得が必要であることが
述べられていた。
　日本においても，10代の妊娠や中絶は多く，若年
が出産し，育児をする際のサポート不足などの課題
がある。タイの若年に対する性教育の例を参考にし
ながら，わが国でも，適切な性教育が行われるよう
考えていく必要があると感じた。

学会発表
　「Effects of Sex Education upon Entering 

写真１　�ミラクルグランドコンベンションホテルの
会場にて

図１　筆者の発表ポスター



− 53 −

Japanese Red Cross Hiroshima Coll. Nurs. 19  51〜53.  2019

意に高かった（p＜0.05）。以上のことから，研究者
らが行った性教育は，大学生の自尊感情およびア
サーションを上昇させる効果があることが明らかに
なった。

おわりに
　今回2017年 WANS に参加して，国際社会では，
看護とは異なる分野との協働が求められていること
を学び，今後も実践の中から研究を行い，それを実
践に還元していくことの重要性を改めて感じた。
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係者の皆様に深く感謝いたします。

自尊感情は，30.68から32.08（p＜0.001），アサーショ
ンは57.57から59.37（p＜0.001）へと有意に上昇し，
各変化率に弱い正の相関が見られた（r=.304）。さ
らに，教育内容の理解度は，男子より女子の方が有

写真２　示説発表




